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1. 概 要 

全社の業務を処理する ソフトウェア･ｼｽﾃﾑ では、ﾌﾟﾘﾝﾀ への出力を行うこと必要になりますが、その出力

の形態を分類すると、おおよそ次の 3 種類のいずれかになります。 
(1) ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑへの印刷 （一覧表の出力で用いられる） 
(2) A4 用紙への印刷 （最も一般的な出力形態。例えば、受注報告書） 
(3) 特定用紙への印刷 [*1] （源泉徴収票のように、印字位置と寸法が決まっている用紙への印刷） 

ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ では、部品から、この （1）～（3） の印刷を行うことができます。 
[*1] ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ では、この、「特定用紙への印刷」 を、“帳票印刷” と呼んでいます。 
 
このﾄﾞｷｭﾒﾝﾄでは、上記の （1）～（3） の印刷の種類について説明して、それぞれの印刷を行うために、部

品のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは、何をすればよいのか、を記します。 
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2 ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの印刷の仕組み 

ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ の印刷方式は、独特の “仕組み” を採用しており、この仕組みについての知識が、

印刷を行う部品を作成するときに必要になります。 この仕組みの中でも、一番の特徴は、 

ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの、標準のｼｽﾃﾑ[*2] では、 
¨ 印刷すべきﾃﾞｰﾀは、すべて、第 2 相 〔業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（COBOL）側〕 で作成 [*3] し、 
¨ 印刷の作業そのものは、すべて、第 1 相 〔GUI 側〕 から [*4] 行っている、 
という点にあります。 
 
[*2] ﾕｰｻﾞｰ殿が独自に作成された部品では、ここに記した方式以外の方式で、印刷が行われているかも

しれません。 ここでは、ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの、標準のｼｽﾃﾑでの印刷について記しています。 
なお、以下では、“ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの” を省略して、単に “標準ｼｽﾃﾑ” と呼びます。 

[*3] 第 2 相では、印刷すべきﾃﾞｰﾀを集めるだけでなく、そのﾃﾞｰﾀを、印刷ﾌｫｰﾏｯﾄ に合わせて配置する作

業も行います。 この配置の作業を行うときに、COBOL の “ﾚﾎﾟｰﾄ機能” を用います。 
[*4] これにより、ｸﾗｲｱﾝﾄ側で、印刷の制御を行うことができます。（印刷を行うﾌﾟﾘﾝﾀは、ﾈｯﾄﾜｰｸ・ﾌﾟﾘﾝﾀで

も、ｸﾗｲｱﾝﾄに ﾛｰｶﾙな ﾌﾟﾘﾝﾀ でも、差し支えありません。） 
 

2.1 印刷を行う部品の動作 

（上記のように、）印刷の作業では、ﾃﾞｰﾀを集める作業を行う相と、印刷の実行を行う相が異なっています。

（第 2 相と第 1 相。） 

相の間で、どのような（作業の）連携を行っているか、を説明するために、部品が起動されてから、その部

品の動作が終了するまでの過程（ｼｰｹﾝｽ）を、（印刷に関連する部分だけ抜き出して）具体的に追ってみる

ことにします。 

図 1（次ﾍﾟｰｼﾞ） をご参照下さい。 

① ｸﾗｲｱﾝﾄ側（第 1 相）から部品を起動します。 
② ｸﾗｲｱﾝﾄ側からのﾘｸｴｽﾄにより、第 2 相の業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ が起動されます。[*5] 

[*5] 業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの中では、印刷の機能が占める役割は、ごく一部ですが、ここでは印刷の動作

を説明することに重点を置いているので、印刷のために第 2 相のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが呼ばれたような記述

になっています。 
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図 1  印刷動作の詳細 

 
③ 業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、DB にｱｸｾｽして、印刷の対象となるﾃﾞｰﾀを集めます。 

④ ﾃﾞｰﾀが集まったら、（その部品の）印刷ﾌｫｰﾏｯﾄに従って、各ﾃﾞｰﾀを順次、配置します。[*6] 
配置を終えた部分を、順次、ﾌｧｲﾙに書き込みます。[*7] 
ﾌｧｲﾙに書き込まれた内容は、この段階で既に、印刷のｲﾒｰｼﾞ通りになっています。（つまり、ﾍｯﾀﾞやﾀｲ

ﾄﾙが書き込まれ、ﾍﾟｰｼﾞが割り振られ、縦に揃うべきところは、揃っています。）[*8] 
[*6] COBOL のﾚﾎﾟｰﾄ機能で、この作業を行います。 
[*7] 業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ が、このﾌｧｲﾙを作成します。 作成したﾌｧｲﾙを、ｻｰﾊﾞｰ側にｲﾝｽﾄｰﾙされてい

るソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの、ﾎｰﾑﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下にある、wrk ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ（%BSS_HOME%¥wrk）

の下に保存します。 作成の時には、そのﾌｧｲﾙ名を、wrk ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下に既に存在している他の

ﾌｧｲﾙとは異なるようにします。 
業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ は、終了するときに、このﾌｧｲﾙを削除します。 
なお、このﾌｧｲﾙの名前の特徴については、後述の 2.3 項を参照してください。 

[*8] 3.3 項で述べますが、“帳票印刷” の場合は、まだ印刷時のｲﾒｰｼﾞになっていません。 
帳票印刷では、BP_Print という実行ﾓｼﾞｭｰﾙが、ﾌﾟﾘﾝﾀに出力を行う直前に、印刷ｲﾒｰｼﾞを作成し

ます。 また、改ﾍﾟｰｼﾞのｺｰﾄﾞはまだ入っていません。 
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⑤ 項目④ で作成した、印刷用のﾌｧｲﾙに、改ﾍﾟｰｼﾞｺｰﾄﾞを挿入します。 
ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷や、帳票印刷の場合は、用紙が連続帳票になっているので、次の印刷位置の頭出し

をするために、ﾌﾟﾘﾝﾀに改ﾍﾟｰｼﾞｺｰﾄﾞ（^L）を送る必要がありますが、④ で作成したﾌｧｲﾙには、このｺｰ

ﾄﾞが入っていないため、ここで挿入します。（A4 印刷でも、念のために挿入します。） 

なお、ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑと A4 では、一般的に 66 行で改ﾍﾟｰｼﾞして差し支えありませんが、帳票印刷の場合、

帳票によっては、用紙の縦の長さが短いため、用紙 1 枚分の位置で改ﾍﾟｰｼﾞをする必要があります。 

関数 CBssprt を用いると、66 行で改ﾍﾟｰｼﾞを挿入します。 これに対して、関数 CChohyo は、ﾊﾟﾗﾒｰ

ﾀ で指定した行数の位置に、改ﾍﾟｰｼﾞｺｰﾄﾞを入れることができます。 

この 2 つの関数は、3.1 項の “印刷形態” に対応させて、使い分けます。（ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷、A4 印刷、

では、CBssprt を実行し、帳票印刷では、CChohyo を実行します。） 

⑥ ｻｰﾊﾞｰ側で、印刷ﾌｧｲﾙの準備が整うと、ｸﾗｲｱﾝﾄ側に制御を戻します 
⑦ ｸﾗｲｱﾝﾄ側は、GCPrintOut という関数を呼び出します。 
⑧ GCPrintOut は、印刷のｻｰﾊﾞｰ・ﾓｼﾞｭｰﾙ： Bss_PrtSvr.exe を起動します。 
⑨ Bss_PrtSvr により、ｸﾗｲｱﾝﾄ側は、ｻｰﾊﾞｰ側にある印刷ﾌｧｲﾙを、ｸﾗｲｱﾝﾄ側にｺﾋﾟｰすることができま

す。 
ｸﾗｲｱﾝﾄ側では、ｺﾋﾟｰした印刷ﾌｧｲﾙを、ｸﾗｲｱﾝﾄ側の、ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ のﾎｰﾑﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下に

ある、wrk ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ （%BSS_HOME%¥wrk） の下に保存します。 このとき、ｸﾗｲｱﾝﾄ側では、この

ﾌｧｲﾙに独自の名前を与えます。 

⑩ 印刷ﾌｧｲﾙを、ｻｰﾊﾞｰ側から受け取ると、GCPrintOut は、BP_Print という名前の印刷ﾓｼﾞｭｰﾙ を起

動します。 
⑪ BP_Print は、ｸﾗｲｱﾝﾄ側にある印刷ﾌｧｲﾙを開き、内容を読み込んで、ﾌﾟﾘﾝﾀに送信します。 

ﾌﾟﾘﾝﾀ（正確には Windows API を介して、ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞ）と直接やりとりを行うのは、この BP_Print で

あり、他のﾓｼﾞｭｰﾙ が、このやりとりをすることはありません。 
（つまり、実際に印刷を制御する機能は、BP_Print に集約されています。） 

⑫ 印刷が終わると、制御は GCPrintOut に戻り、ここで GCPrintOut も動作を終了します。 

⑬ ｸﾗｲｱﾝﾄ側は、ｻｰﾊﾞｰ側に終了のﾒｯｾｰｼﾞを送ります。 
（ｻｰﾊﾞｰ側は、印刷の一時ﾌｧｲﾙを削除して、終了します。） 

⑭ ｸﾗｲｱﾝﾄ側も、印刷の一時ﾌｧｲﾙを削除して、終了します。 
（なお、Bss_PrtSvr は、自動的に終了します。） 

 
2.2 印刷に特有な作業 

上図の要約として、印刷に特有な作業を取り出すと以下のようになります。 

（a） ｻｰﾊﾞｰ側 
¨ （COBOL の）ﾚﾎﾟｰﾄ機能を用いた印刷ｲﾒｰｼﾞの作成 [*9] （④） 
¨ 改行ｺｰﾄﾞの差し込み  （⑤） 

（b） ｸﾗｲｱﾝﾄ側 
¨ GCPrintOut の呼び出し  （⑧） 

（呼び出したあと、印刷動作は自動的に実行されます。印刷動作の実行後、GCPrintOut に制

御が戻されます。） 
[*9] ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ は Unix ｼｽﾃﾑ でも稼働しますので、この Unix ｼｽﾃﾑ に接続されている ﾌﾟ

ﾘﾝﾀ に対して印刷出力を行うことがあります。 
この場合は、ﾌﾟﾘﾝﾀとしては、ﾗｲﾝﾌﾟﾘﾝﾀ あるいは、その同等品が使われていることがあり、しかも ｲﾝ

ﾃﾘｼﾞｪﾝｽ をあまり期待できない場合があります。 そこで、印刷を、「文字ｺｰﾄﾞ」 と 「（7bit の ASCII
ﾃｰﾌﾞﾙに定義されている）ﾌﾟﾘﾝﾀ の制御ｺｰﾄﾞ」 で実行するようになっています。 
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2.3 印刷ﾌｧｲﾙの命名規則と取得方法 

ｻｰﾊﾞｰ側で作成した印刷ﾌｧｲﾙは、保存を行うときに名前が必要になります。 この名前は、印刷の都度異

なるようにして、仮に以前の印刷で生成された印刷ﾌｧｲﾙが（削除されずに）残っていても、上書きしないよ

うにします。 

（ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの） 標準ｼｽﾃﾑ では、次のようにして名前を生成しています。 

（1） 名前の生成は、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの中で行います。 

（2） 名前の先頭は、その部品の ID に続いて、ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱを 1 つ置き、その後ろに文字列 PRT をつけたも

のとします。 
例： 「担当者テーブル一覧」 （SYS9840） の場合、この文字列は、“SYS9840_PRT” となります。 

（3） 印刷を実行する都度、項目（2）の文字列の後ろに、8 桁の数字文字列を付けて、その文字列をﾌｧｲﾙ

名とします。（拡張子はつけません。） 

例： 「担当者テーブル一覧」 （SYS9840） の場合で、（印刷の都度、ﾌｧｲﾙ名は異なりますが、）例え

ば、“SYS9840_PRT00000025” となります。 

（4） 標準ｼｽﾃﾑ では、この数字文字列を含んだ新しいﾌｧｲﾙ名を取得するために、CSseqwk を用いてい

ます。[*10] 
この関数の第 1 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ に、項目（2）の文字列をｾｯﾄして呼び出すと、第 2 ﾊﾟﾗﾒｰﾀに、（先頭に項目

（2）の文字列を持ち、重複のない数字文字列が後ろについた、） ﾌｧｲﾙ名がｾｯﾄされて戻されてきま

す。 

（CSSeqwk は、ｼｰｹﾝｼｬﾙなﾜｰｸﾌｧｲﾙ名を自動採番より取得するので、戻されてくる文字列は、それ

以前に生成された文字列とは、一致することがありません。） 

[*10] 開発をする人は、この関数を用いれば、重複のない新しい名前を取得するための ﾙｰﾃｨﾝ を作

成する必要はありません。 
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3 ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ の 印刷の実行過程 

3.1 印刷出力の形態（用紙の種類） 

「ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑの印刷の仕組み」 の特徴をまとめると、次のようになります。 

¨ 印刷する内容を、第 2 相（業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）で作成します。 
¨ 印刷内容の作成には、COBOL のﾚﾎﾟｰﾄ機能を用います。 
¨ この印刷内容は、ｻｰﾊﾞｰ側に、ﾌｧｲﾙ[*11] として保存されます。 

[*11] この ﾌｧｲﾙ を、以降は “印刷ﾌｧｲﾙ” と呼びます。 

¨ このﾌｧｲﾙの内容は、（7bit の ASCII ﾃｰﾌﾞﾙに定義されている ﾌﾟﾘﾝﾀ の制御ｺｰﾄﾞ を除き）すべて、

ｷｬﾗｸﾀ（文字ｺｰﾄﾞ）で構成されています。（日本語は、Shift-JIS ｺｰﾄﾞ を用いています。） 
¨  印刷は第 1 相で行われます。 

印刷ﾌｧｲﾙの内容は、基本的には、 
「用紙に印刷される “出力ｲﾒｰｼﾞ” が構成されていて、あとは単に用紙の上に、そのｲﾒｰｼﾞを現すだけ」 
の状態になっています。 

（既に [*8] で述べていますが、）帳票印刷の場合は例外で、まだｲﾒｰｼﾞ通りにはなってはいません。しか

し、ｲﾒｰｼﾞを構成するための情報は、印刷ﾌｧｲﾙの中に、全て含まれています。（3.3 項） 
 
次に、この “印刷ﾌｧｲﾙ” の内容を、ﾌﾟﾘﾝﾀに打ち出しますが、部品の目的に応じて、3 種類の形態の用紙

のいずれかに印刷を行います。 
この形態とは、「ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ」、「A4」、および 「特定の用紙（複数種類あります）」、で、それぞれの形態の

用紙への印刷を、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷”、“A4 印刷”、“帳票印刷”、と呼んでいます。[*12] 
[*12] 以降、この 3 つの印刷の種類を、まとめて “印刷形態” と呼びます。 

〔印刷形態の相互関連〕 

部品を開発する立場から、“印刷形態” を分類すると、次のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2  印刷形態の関連 
 

（1） “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” が基本になっている。 
（2） “帳票印刷” は、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” の変形ﾊﾞｰｼﾞｮﾝである。 

 
なお、印刷ﾌｧｲﾙ の内容を見ても、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷を実行しようとしているのか”、あるいは、“A4 印刷を

実行しようとしているのか、区別ができません。つまり、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” の違いは、印刷

ﾌｧｲﾙ とは別のところで決められています。 
 
次項で、印刷の動作過程を説明しますが、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷”、“A4 印刷” について、まず説明します。 

ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷 

A4 印刷 

帳票印刷 

変形 

印刷 基本 
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3.2 “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” の動作過程 

“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” の場合は、“印刷ﾌｧｲﾙ” の内容は、印刷されるｲﾒｰｼﾞ そのものになっ

ていますので、印刷は、このﾌｧｲﾙの内容を読み込んで、そのまま ﾌﾟﾘﾝﾀ に転送する動作をします。 

 

その印刷ﾌｧｲﾙで、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” として出力するのか、あるいは “A4 印刷” として出力するのかは、

業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ で指定します。 

3.2.1 印刷形態の指定 

具体的には、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが、印刷ﾌｧｲﾙ[*13] を作成して、ｸﾗｲｱﾝﾄ側に制御を戻すときに、制御を戻

す関数（SSMProcPut） を呼ぶ前に、そのﾊﾟﾗﾒｰﾀに、印刷ﾌｧｲﾙの名前と、印刷出力の形態をｾｯﾄします。 

印刷出力の形態は、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに、PRINT_INFO.cpy を読み込み、このｺﾋﾟｰ句に定義されている、

2 つの変数[*14] （PS-STOCKFORM または、PS-AYON-TATE）のうちのいずれかを指定します。 

[*13] このﾌｧｲﾙは、改行ｺｰﾄﾞが埋め込まれたあとの、最終形態となった印刷ﾌｧｲﾙです。 
[*14] PRINT_INFO.cpy では、この 2 つの変数に文字列の値を与えています。 

値はそれぞれ、“stockForm”（ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷）、“a4Portlate”（A4 印刷） となっています。 
 

ｸﾗｲｱﾝﾄ側は、印刷ﾃﾞｰﾀをｻｰﾊﾞｰ側で集めるために、SCMProcStart を呼び、これによって、ｻｰﾊﾞｰ側の

業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ が起動されます。 ｻｰﾊﾞｰ側の業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがﾃﾞｰﾀの収集（と演算）を実行している

間、ｸﾗｲｱﾝﾄ側は、この状態のまま待機しています。 

ｻｰﾊﾞｰ側から応答があり、制御が戻されてきたとき、SCMProcStart の最後のﾊﾟﾗﾒｰﾀに、印刷ﾌｧｲﾙの名

前と、印刷出力の形態がｾｯﾄされています。 

SCMProcStart の最後のﾊﾟﾗﾒｰﾀは、Print_Info 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀですが、この構造体の、style ﾌｨｰﾙﾄﾞ

（char の配列）に、印刷出力の形態がｾｯﾄされています。（当然、“stockForm”、“a4Portlate” のいず

れかになっています。） 
 

3.2.2 印刷出力の形態の指定（具体例） 

上記の説明を、対応する実際のｺｰﾄﾞで示すと、以下のようになります。 

（なお、ｺｰﾄﾞは SYS9840 「担当者テーブル一覧」 から引用しています。） 

 

(1) 印刷ﾃﾞｰﾀの収集 

ｸﾗｲｱﾝﾄ側では、印刷ﾃﾞｰﾀの収集を行うために、ｻｰﾊﾞｰ側の業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（MSYS9840.cbl）を、

次の関数で起動します。 

 

   Rtn_m_code = SCMProcStart ( &Prn_db_id,  &Proc_inf_tbl, 
                                  (char *)&SendCob, (char *)&RecvCob) ; 

 

図 3  SYS9840 のｸﾗｲｱﾝﾄ側のｺｰﾄﾞ（第 2 相への依頼） 

4 番目のﾊﾟﾗﾒｰﾀは、（呼び出しのときはｷｬｽﾄされていますが、）次のように定義されています。 

 

static   Print_Info    RecvCob;             /* 受信データ */ 
 

図 4  SYS9840 の RecvCob の定義（ｸﾗｲｱﾝﾄ側のｺｰﾄﾞ） 

この Print_Info の型は、p_com.h で次のように定義されています。 
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typedef  struct  { 
 char fname[PFILE_LEN]; /* 印刷用一時ファイル名  */ 
 char style[PSTYLE_LEN]; /* 用紙スタイル  */ 
} Print_Info; /* 合計 178  */ 

 

図 5  型 Print_Info の定義 

 
(2) 業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、印刷を行うときは、PRINT_INFO.cpy を読み込みます。 このｺﾋﾟｰ句は次のよ

うになっています。（部分） 

 

  01  PRINT-INFO. 
 *                                      * 印刷用一時ファイル名 
 05  PRINT-FILE PIC X(128). 
 *                                      * 用紙スタイル 
 05  PRINT-STYLE PIC X(50). 
 *                                      * 印刷スタイル(ストックフォーム) 
  01  PS-STOCKFORM PIC X(50)  VALUE "stockForm". 
 *                                      * 印刷スタイル(Ａ４縦) 
  01  PS-AYON-TATE PIC X(50)  VALUE "a4Portlate". 

 

図 6  第 2 相で、印刷に使用するｺﾋﾟｰ句（PRINT_INFO.cpy）（部分） 

 

 

(3) 印刷ﾌｧｲﾙの作成が終わり、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが、ｸﾗｲｱﾝﾄ側に応答を返す（制御を返す）ときは、次の

関数を呼びます。 

 

CALL  "SSMProcPut"  USING SOCKET-ID RTN-STATUS 
 DATA-SIZE PUT-REC. 

 

図 7  第 1 相に制御を戻すｺｰﾄﾞ 

 

この呼び出しを行う直前に、PUT-REC に値を次のようにｾｯﾄします。 

 

 MOVE  PRT-FILE-NAME TO PRINT-FILE 
 MOVE  PS-STOCKFORM TO PRINT-STYLE 
 * 
 MOVE  PRINT-INFO TO PUT-REC 
 MOVE  178 TO DATA-SIZE 

 

図 8  第 1 相に制御を戻す前のﾊﾟﾗﾒｰﾀのｾｯﾄ 

 

この例では、印刷出力の形態として、ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑが指定されています。 

（図 6 から、PRINT-INFO が、PRINT-FILE と PRINT-STYLE を合わせた領域を指していることがわ

かります。 この PRINT-INFO の内容が、PUT-REC にｺﾋﾟｰされています。） 
 

(4) 項目（3）の CALL ｽﾃｰﾄﾒﾝﾄが実行されると、図 3 の SCMProcStart に制御が返ります。 

このとき、SCMProcStart の、RecvCob には、図 8 の、PUT-REC の値がｾｯﾄされています。 
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3.2.3 印刷ﾌｧｲﾙのコピーとﾌﾟﾘﾝﾀへの出力 

ｻｰﾊﾞｰ側にある、印刷ﾌｧｲﾙの名前と、印刷出力の形態はわかりましたが、肝心の印刷ﾌｧｲﾙは、まだ ｸﾗｲ

ｱﾝﾄ側には来ていません。 

そこで、ｻｰﾊﾞｰ側にある印刷ﾌｧｲﾙを、ｸﾗｲｱﾝﾄ側にｺﾋﾟｰする作業を行います。 

そのために、ｸﾗｲｱﾝﾄ側が行うのは、GCPrintOut 関数を呼び出すことだけです。[*15] 

[*15] 通常は、ﾕｰｻﾞｰが印刷を希望しているかどうかを、まず尋ねます。（ﾕｰｻﾞｰが、間違った部品を起動

してしまった場合などのため） ﾕｰｻﾞｰからの確認を得たあと、GCPrintOut を呼び出します。 

GCPrintOut 関数へは、SCMProcStart 関数の 4 番目のﾊﾟﾗﾒｰﾀ（RecvCob）のｱﾄﾞﾚｽを渡すだけの、極

めて簡素なｲﾝﾀﾌｪｰｽとなっています。 

例： Rtn_m_code = GCPrintOut(&RecvCob); 

【GCPrintOut 関数】 

この関数(GCPrintOut) は、ｻｰﾊﾞｰ側にあるﾌｧｲﾙをｸﾗｲｱﾝﾄ側にｺﾋﾟｰして、ﾌﾟﾘﾝﾀへの印刷を行う作業を、

すべて自動的に行います。 

 
GCPrintOut 関数を呼び出してからは、次の動作が実行されます。 
① Bss_PrtSvr.exe の起動 
② ｻｰﾊﾞｰ側にある印刷ﾌｧｲﾙの（ｸﾗｲｱﾝﾄ側への）ｺﾋﾟｰ 
③ 印刷実行関数： BP_Print.exe の起動 
 
Bss_PrtSvr.exe は、ｻｰﾊﾞｰ側にあるﾓｼﾞｭｰﾙで、このﾓｼﾞｭｰﾙの働きで、ｻｰﾊﾞｰ側にある印刷ﾌｧｲﾙを、ｸﾗ

ｲｱﾝﾄ側にｺﾋﾟｰすることができます。 

ｸﾗｲｱﾝﾄ側では、ｻｰﾊﾞｰ側から受け取ったﾃﾞｰﾀを、%BSS_HOME%¥wrk の下にﾌｧｲﾙとして保存します。

このときのﾌｧｲﾙ名は、ｸﾗｲｱﾝﾄ側で独自に作成するもので、wrk ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下にあるﾌｧｲﾙと重複しない名

前が自動的に選ばれます。 通常は、数字 1 つのﾌｧｲﾙ名が選ばれます。（拡張子はありません。） 
 
【印刷実行ﾓｼﾞｭｰﾙ BP_Print.exe】 

このﾓｼﾞｭｰﾙは、印刷の実作業を行います。 

このﾓｼﾞｭｰﾙには、印刷の機能の多くが実装されています。例えば、 
（1） ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面の表示 
（2） ﾌﾟﾘﾝﾀの切り替え 
（3） ﾌﾟﾘﾝﾀへの出力 
（4） 直接印刷の実行 
（5） ﾌｫﾝﾄの自動変換と用紙の向きの自動変換 
 
【印刷形態 と BP_Print.exe】 

業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、印刷ﾌｧｲﾙを作成して、制御をｸﾗｲｱﾝﾄ側に戻すときに、印刷の形態 [*16] を指定しま

したが、その指定に対応する処理は、BP_Print で行われます。[*17] 
[*16] 印刷出力の形態（ “stockForm” あるいは “a4Portlate” ） のことです。 
[*17] この値は、SCMProcStart → GCPrintOut と経由して、BP_Print に、起動時のﾊﾟﾗﾒｰﾀとして渡

されます。 

なお、BP_Print は、実際の印刷を行う前に、ﾌﾟﾘﾝﾀのﾄﾞﾗｲﾊﾞを通じて、ﾌﾟﾘﾝﾀにｾｯﾄされている用紙のｻｲｽﾞ

を取得する作業を行います。 
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指定された “印刷の形態” に対応して、BP_Print は、次のような動作をします。 

（a） 指定が “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” の場合 

BP_Print は、印刷形態の指定が、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” であることを知ると、 

1) ﾌﾟﾘﾝﾀにｾｯﾄされている用紙が A4 の場合は、用紙の向きを横向きにします。（＝印刷の向きを、

Portrait から Landscape に変更します。） 

2) 用紙の横幅の中に、180 文字（半角）を印刷することができるかどうかを調べます。 
（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは、最大の印字文字数は 176 文字に制限されています。） 

3) もし、印刷できない場合は、ﾌｫﾝﾄのｻｲｽﾞを 1 ﾎﾟｲﾝﾄ小さくして、2) を繰り返します。 
4) 180 文字印刷できるﾌｫﾝﾄのｻｲｽﾞが確定したら、このﾌｫﾝﾄ・ｻｲｽﾞで印刷を行うことにします。 

これにより、ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷では、15” × 11” の用紙ばかりでなく、A4 用紙に印刷を行うことができ

ます。 A4 用紙に印刷が行われる場合は、横方向に印刷が行われます。（ﾌｫﾝﾄは 15” × 11” の場

合と較べると小さくなっています。） 
 

この用紙の向きを変える機能は、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで、印刷のｽﾀｲﾙに、“PS-STOCKFORM” （＝ 

“stockForm” ） と指定したときだけ、働きます。 

 
（b） 指定が “A4 印刷” の場合 

この場合、BP_Print は、用紙の横幅の中に、96 文字（半角）を印刷できるかどうかを調べます。 
もし、印刷できないとわかると、（a） の場合と同様に、96 文字（半角） 印刷ができるようになるまで、

ﾌｫﾝﾄのｻｲｽﾞを、1 ﾎﾟｲﾝﾄずつ小さくしていきます。 
96 文字印刷できるﾌｫﾝﾄのｻｲｽﾞが確定したら、このﾌｫﾝﾄ・ｻｲｽﾞで印刷を行うことにします。 
 

 
（c） “帳票印刷” 

帳票印刷については、この後（3.3 項）で説明いたしますが、要点を述べると、印刷ﾌｧｲﾙには、印字さ

れる文字列だけではなく、 
① 文字列の印字開始位置と、印字のﾌｫﾝﾄのｻｲｽﾞについての指定、 
② 印刷用紙の幅と長さ、の指定、 
が同時に埋め込まれています。 
帳票印刷では、このﾌｧｲﾙの内容を読み込み、① と ② の “印字の制御情報” と、印字すべき文字

列を分離して、“印字の制御情報” に従って印刷を行うものです。 
この作業は、BP_Print によって行われます。 

 
（a）、（b）、（c）、の各項で、“印刷を行う” と述べていますが、その “印刷” とは、Windows API を通じて

ﾌﾟﾘﾝﾀ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞ に対して（印字の位置を含めて）ﾃﾞｰﾀを送る、ことを指します。 

BP_Print が、この “印刷” を行っていますが、実際の印刷動作は、OS の管理下で行われます。 

ﾌﾟﾘﾝﾀ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞに1ﾍﾟｰｼﾞ分のﾃﾞｰﾀを送り、「1ﾍﾟｰｼﾞ分のﾃﾞｰﾀを送った」 と連絡を行いますが、それから先の

印刷動作の制御は BP_Print の手を離れます。 
ﾌﾟﾘﾝﾀ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞ に対してﾃﾞｰﾀを送ったあとは、印刷の形態が “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷”、“A4 印刷”、“帳票印刷” 
のいずれであっても、動作は同じになります。 
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3.3 “帳票印刷” の動作過程 

3.3.1 帳票印刷と他の印刷形態（ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷 と A4 印刷）との関係 

“帳票印刷” は、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” の変形ﾊﾞｰｼﾞｮﾝである、と説明いたしましたが （3.1.2
項、および 図 2）、変形ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ が必要になるのは、 

“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” と “A4 印刷” では、行単位で印刷する方式で、目的の印刷を行うことができるが、

業務処理の出力の中には、この方式では、目的としている印刷ができないものがある 

ためです。 

具体的には、“給与支払報告書（個人別明細書）”、“給与所得の源泉徴収票” のような所定様式に印刷

する場合、あるいは、“被保険者報酬月額基礎届・変更届”、“所得税 源泉徴収簿兼賃金台帳” のように

一般的に使用されている用紙に印刷する場合です。 

このような、印刷を行う用紙が決まっているときの印刷では、文字列の印字位置が決まっているほかに、印

刷の結果が所定の欄内に収まるようにする必要があります。 

このため、印字位置の制御が必要となるほか、場合によっては、所定の欄内に印刷結果が収まるように、

ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞの選択を行うことが必要になります。 

このような印刷は、行単位の印刷方式では、実現できません。 

 

ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ の印刷では、この印刷用紙が決まっている場合の印刷を行うために、印字位置の

制御と、ﾌｫﾝﾄの制御、および 印刷用紙ｻｲｽﾞの指定[*18]、を行うことができるようになっています。 

（以降、“印字位置の制御を行う情報” と、“ﾌｫﾝﾄの制御を行う情報”、および “印刷用紙のｻｲｽﾞの情報”、

を合わせて、“印刷情報” と呼びます。） 

[*18] BP_Print で必要としている情報のため。 

3.3.2 印刷情報の生成とﾌﾟﾘﾝﾀへの供給 

この印刷情報を生成するのに最も適しているのは、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ であると判断されますが、この情報

が実際に使用されるのは、BP_Print です。 

印刷情報が、第2相から、第1相のBP_Printに届けられるように、以下のような方法が使われています。 

① 業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ﾃﾞｰﾀを生成すると、「そのﾃﾞｰﾀ」 と、「そのﾃﾞｰﾀの印刷情報（印字されるべき位

置とﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ）」を、対（ﾍﾟｱｰ）にして、印刷ﾌｧｲﾙに書き込む。 

② 印刷情報は、（印刷ﾌｧｲﾙに書き込むので） 印刷可能な文字ｺｰﾄﾞで構成する。（つまり、ﾊﾞｲﾅﾘ・ｺｰﾄﾞ 

は用いない。） 

③ 印刷情報は、ﾒﾀ文字の機能を導入して、印刷される文字と識別できるようにする。 

④ ﾒﾀ文字化のために、“~c” （ﾁﾙﾀﾞと半角小文字 c） と “~L” （ﾁﾙﾀﾞと半角大文字の L） という文字の

組み合わせを導入する。 それぞれのﾒﾀ文字がｶﾊﾞｰする範囲（その範囲は印刷情報を記述している

範囲であり、印字の対象外である、という範囲） は、固定長とする。 

（a） “~c” は、印字位置の指定を行うもので、“~cxxxxyyyypppFPP” の形式をとる。 

xxxx は、印字を開始する位置（横方向の位置）を、用紙左端からの距離によって表したもの。

単位は、1/100 ｲﾝﾁ。[*19]（4 ﾊﾞｲﾄ） 
yyyy は、印字を開始する位置（縦方向の位置）を、用紙上端からの距離によって表したもの。

単位は、1/100 ｲﾝﾁ。[*19]（4 ﾊﾞｲﾄ） 
ppp は、印字する文字の大きさ（ﾌｫﾝﾄ・ｻｲｽﾞ）を、1/10 ﾎﾟｲﾝﾄを単位として計り、その値を、数

字の文字列として表現したもの。（3 ﾊﾞｲﾄ） 

F は、文字のﾋﾟｯﾁﾌﾗｸﾞを指定するもの。（1 ﾊﾞｲﾄ） 
PP は、文字のﾋﾟｯﾁｻｲｽﾞを指定するもの。（2 ﾊﾞｲﾄ） 

現在、このうちの F と PP の指定は実装されていないため、実際の指定を行うときは、この 2 つの

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ の位置には、数字の文字列 “000” をいれる。 
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印字位置の指定は、（ “~c” を含めて）16 ﾊﾞｲﾄの固定長とする。 

（b） “~L” は、用紙ｻｲｽﾞの指定を行うもので、“~Lxxxxyyyy” の形式をとる。 

xxxx は、用紙の横幅を指定する数字文字列で、横幅を 1/10 mm 単位[*19]で表したもの。 
yyyy は、用紙の横長さを指定する数字文字列で、横幅を 1/10 mm 単位[*19]で表したもの。 

用紙長の指定は、（~L を含めて）10 ﾊﾞｲﾄ の固定長とする。 

[*19] 印字位置の指定と、用紙ｻｲｽﾞの指定の単位系は異なっていますのでご注意下さい。（印字位

置は、ｲﾝﾁの単位系、用紙ｻｲｽﾞは、MKS（mm）の単位系を用いています。） 

⑤ 印刷情報と用紙ｻｲｽﾞの情報の使い方は、以下のようにする。 

（a） “印字位置の指定” は、文字列を単位として行い、“文字列の最初の文字” の印字位置を指定

する。 

（b） 文字列自身と、その文字列の印刷情報の対を明らかにするために、文字列の直前に、その文字

列の印刷情報を記述する。（つまり、“~c” で始まる 16 ﾊﾞｲﾄに続いて、印字される文字列が続い

ている、という形になります。） 

（c） 用紙の幅と長さの情報は、印刷ﾌｧｲﾙの先頭に記述する。（これは、BP_Print とのｲﾝﾀﾌｪｰｽの約

束となっています。） 

 

この方式を採用して、印刷ﾌｧｲﾙの中に、印刷情報を組み込むと、ｻｰﾊﾞｰ側からｸﾗｲｱﾝﾄ側に印刷ﾌｧｲﾙが 

ｺﾋﾟｰされ、印刷を行うﾓｼﾞｭｰﾙの BP_Print に渡されるまで、印刷情報は（単なる文字列であるため）OS や

他のﾓｼﾞｭｰﾙによって解釈されることがありません。 

印刷情報を解釈することができるのは、BP_Print だけです。 
 

3.3.3 “帳票印刷” の動作過程（ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷、A4 印刷の動作過程との比較） 

印刷情報を、印刷可能な文字列として印刷ﾌｧｲﾙに組み込むこととしたので、（帳票印刷用の印刷ﾌｧｲﾙを

作成する、という点を除けば、） “帳票印刷” の動作過程は、“ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷”、“A4 印刷” の動作過程

と、同じになります。 

つまり、第 2 相から第 1 相に制御を戻すところから、GCPrintOut を呼び出すところまで、“印刷形態によ

って動作が異なる” というところはありません。 

第 2 相から第 1 相に制御を戻すときでも、帳票印刷では、印刷用紙のｽﾀｲﾙとして、“PS-STOCKFORM”、

“PS-AYON-TATE”、のどちらかをｾｯﾄします。 
（BP_Print は、帳票印刷の場合は、“PS-STOCKFORM、PS-AYON-TATE” の情報を使っていません

ので、どちらかがｾｯﾄされていれば差し支えありません。） 

また、GCPrintOut が呼び出されてからも、動作は全く同じとなります。 

帳票印刷と、他の印刷の差が出てくるのは、BP_Print の動作に入ってからです。 
これは、帳票印刷の印刷ﾌｧｲﾙの内容を解釈して、ﾒﾀ文字を印刷の制御ｺｰﾄﾞである、と認識することができ

るのは、BP_Print だけであり、BP_Print 以外のﾓｼﾞｭｰﾙやﾌﾟﾛｾｽでは、印刷ﾌｧｲﾙの内容を解釈しないた

めです。 

GCPrintOut から、帳票印刷の印刷ﾌｧｲﾙを渡されて起動された場合、BP_Print は、その印刷ﾌｧｲﾙから、

実際に所定の用紙に印刷を行うために、以下のような動作を行います。 

① ﾌｧｲﾙの先頭を読んで、印刷用紙の幅と長さを受け取ると、帳票印刷であることを知ります。[*20] 
[*20] これにより、ﾌｫﾝﾄの自動変換は行われなくなります。 

次いで、基本的には[*21]、次の動作を繰り返し、ﾌｧｲﾙの内容を全部印刷します。 
② ﾌｧｲﾙの各行を読んで、印字位置とﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞの指定があると、その指定の部分と、後続する（印刷す

るべき）文字列の部分を切り離します。 
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③ ﾌｫﾝﾄを指定のｻｲｽﾞに変え、指定の位置から文字列をﾌﾟﾘﾝﾀに出力します。 
[*21] 印刷が完了するまでには、詳しく見ると、ﾍﾟｰｼﾞの制御等がありますが、このﾄﾞｷｭﾒﾝﾄでは省略

いたします。 

なお、BP_Print の実装には、Windows API を用いていますので、BP_Print からﾌﾟﾘﾝﾀに出力しても、そ

のまま直ちにﾌﾟﾘﾝﾀが動作するわけではありません。 
Windows API では、印刷の管理をﾍﾟｰｼﾞ単位（と、ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ単位）で行っているので、1 ﾍﾟｰｼﾞ分のﾃﾞｰﾀを

送り終えたという信号を送るまでは、ﾌﾟﾘﾝﾀには出力されません。 
これにより、ﾍﾟｰｼﾞの下の方に印刷した後、ﾍﾟｰｼﾞの上の方に印刷しても、実際の印刷結果は、あたかも上

から順番に印刷したように見えます。 
 

 

3.4 印刷の要約 

以上から、ソフトウェア部品ｼｽﾃﾑ で印刷を行う場合は、作業としてはあまり多くないことがおわかりのこと

と思います。 新規部品で印刷を行う場合、実施しなければならない作業を要約すると次のようになりま

す。 

（1） 新部品の第 2 相（業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）で、COBOL のﾚﾎﾟｰﾄ機能を使って、印刷ﾌｧｲﾙを作成する。 
印刷ﾌｧｲﾙは、 
¨ “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷”、“A4 印刷” では、既に印刷ｲﾒｰｼﾞの通りになっているようにする。 
¨ “帳票印刷” では、“~L” で始まる用紙情報の行を先頭に持ち、印刷されるべき文字列ごとに、

その直前に、“~c” で始まる印字位置とﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞの情報を持っているようにする。 

（2） 印刷ﾌｧｲﾙに改行ｺｰﾄﾞを埋め込む。 
¨ “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷”、“A4 印刷” では、CBssprt を実行する。 
¨ “帳票印刷” では、CChohyo を実行する。（この場合は、改行ｺｰﾄﾞを埋め込む行の値をﾊﾟﾗﾒｰﾀ

で指定する。） 

（3） 第 2 相から戻るときに、印刷ﾌｧｲﾙ名と、印刷のｽﾀｲﾙをｾｯﾄする。 
¨ “ｽﾄｯｸﾌｫｰﾑ印刷” では、（PRINT_INFO.cpy の定義で）PS-STOCKFORM、 
¨ “A4 印刷” では、PS-AYON-TATE、 
¨ “帳票印刷” では、PS-STOCKFORM、または、PS-AYON-TATE を指定する。（BP_Print では

使用しないのですが、未定義の値が SSMProcPut のﾊﾟﾗﾒｰﾀにｾｯﾄされないようにします。） 

（4） 第 1 相では、第 2 相から制御が戻ってきたら、ﾕｰｻﾞｰ（ｵﾍﾟﾚｰﾀ）に印刷を実行するかどうかを確認す

る。 

（5） 印刷をするとの確認を得たら、GCPrintOut を呼び出す。 
 

この（5）項以後、GCPrintOut の動作が終了するまで、開発者が行うことはありません。（GCPrintOut の

動作が正常に終了すれば、そのときには、印刷が完了しています。） 
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4. 印刷動作のﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾄ 

新しい部品を作成して、その部品から印刷を行う場合、思ったようには印刷できないことがあります。 
印刷機能が、うまく動作しないときには、印刷の過程の、どちらの相に問題があるかを判断します。 
もし、印刷がうまくいかない場合は、例えば、つぎのようなｱﾌﾟﾛｰﾁを試みてください。 

① BP_Print のﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面は表示されましたか？ 
もし表示されていれば、印刷ﾌｧｲﾙは、BP_Print に渡されています。 
（このような場合は、印刷内容が意図通りでない、というｹｰｽが多いようです。） 
もし表示内容が正しくない場合は、 
1） ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面を表示したままで、（印刷の動作をｻｽﾍﾟﾝﾄﾞさせたままで、） 

2） ｻｰﾊﾞｰ側の印刷ﾌｧｲﾙを探し、ｴﾃﾞｨﾀか Notepad で、その内容を見てください。 
¨ ﾌｧｲﾙのあるﾌｫﾙﾀﾞ は、ｻｰﾊﾞｰ側の %BSS_HOME%wrk です。 
¨ ﾌｧｲﾙ名は、XXXPRT000000nn の形式をしていて、日付と時刻は、その部品を起動した日

付と時刻にほとんど一致しています。（XXX は、その部品が属しているｻﾌﾞｼｽﾃﾑのｺｰﾄﾞで

す。） 
内容が印刷の意図通りであれば、業務部品ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、正しい動作をしたので、次項 3）の、ｸﾗｲ

ｱﾝﾄ側の印刷ﾌｧｲﾙの中を見ます。 

意図の通りでなければ、業務処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが、印刷ﾌｧｲﾙを作成する過程をﾁｪｯｸしてください。 

3） ｸﾗｲｱﾝﾄ側の印刷ﾌｧｲﾙを探して、その内容を見ます。 
¨ ﾌｧｲﾙのあるﾌｫﾙﾀﾞ は、ｸﾗｲｱﾝﾄ側の %BSS_HOME%wrk[*22] です。 
¨ ﾌｧｲﾙ名は、通常は数字の文字1文字です。 そのﾌｧｲﾙの日付と時刻は、その部品を起動し

た日付と時刻にほとんど一致しています。 

内容が印刷の意図通りであれば、BP_Print に渡された印刷ﾌｧｲﾙは正しいので、BP_Print の

内部での動作を調べる必要があります。 
 
なお、帳票印刷の場合は、ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面も見てください。印字されるべき文字に欠けや、余分な文

字がついていることがないことを確認してください。（このような現象が起こっていたら、印刷情報

の指定（特に “~c”）の記述に誤りがないかどうか確認をしてください。） 
[*22] 1 台のﾏｼﾝの中に、ｻｰﾊﾞｰ側とｸﾗｲｱﾝﾄ側がｲﾝｽﾄｰﾙされている場合は、1 つのソフトウェア部

品ｼｽﾃﾑ のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ構造を共用します。（つまり、ｻｰﾊﾞｰ側もｸﾗｲｱﾝﾄ側も、同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ構造に

ｲﾝｽﾄｰﾙされます。 
この結果、ﾎｰﾑ（%BSS_HOME%）も同じになります。また、印刷ﾌｧｲﾙが保存されるﾌｫﾙﾀﾞ

（%BSS_HOME%¥wrk）も同じになります。 
ｻｰﾊﾞｰ側の印刷ﾌｧｲﾙと、ｸﾗｲｱﾝﾄ側の印刷ﾌｧｲﾙが、同じﾌｫﾙﾀﾞにできるので、印刷ﾌｧｲﾙの名

前が一致しないようにします。 

 
② ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面が表示されなければ、 

1） 印刷ﾌｧｲﾙが作成されているかどうか、調べます。 
2） その印刷ﾌｧｲﾙの内容は、意図通りになっているかどうかを調べます。 

 
印刷が、意図通りに印刷できない場合、いろいろのｹｰｽ[*23] があります。このﾄﾞｷｭﾒﾝﾄでは、とりあえず手

がかりを得るところまでの記述に留めることとします。 
[*23] 大きいところでも、ﾌﾟﾘﾝﾀの問題、ﾌﾟﾘﾝﾀのﾄﾞﾗｲﾊﾞの問題、ﾎﾟｰﾄの設定の問題、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸの空き容

量の不足の問題、などがあります。 
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この “ソフトウェア部品システムの印刷” に関するお問い合わせは、下記へお願いいたします。 

 

ご注意 

◎ 本書は著作権法で保護されている著作物です。 

◎ 本書の内容の一部または全部をソフトウェア部品の普及の目的に限り複製する

ことを認めます。 

◎ 本書の内容は予告なく変更される場合があります。 

◎ 本書は内容について万全を期して制作いたしましたが、万一、ご不審な点や誤り、 
記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡下さい。 
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